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前年度から
持ち越したお金

※１自主財源：町が調達するお金
※２依存財源：国・県や借金に頼るお金

※２

28億4025万円

町　税 
4％4億9997万円

歳 入収　　入

 121億291万円

町民税、固定資産税、
軽自動車税、町たばこ税、
都市計画税

使用料、手数料、
給食費徴収金ほか

国からもらえる
復興交付金基金など
特定の事業に使うお金

県からもらえる
特定の事業に使うお金

町
債  震災復興のために

 　　　　　使うお金
 復興交付金基金（国から）
 復　興　基　金（県から）

自治体の財政力格差を
調整するために、国か
ら交付されたお金

21億3049万円

23％

18％

繰 入 金 

17％
21億2200万円

地方交付税

国庫支出金

県
支
出
金

28億2049万円※１※２

そ
の
他
交
付
金

特　　集　－議題の核心に迫る－

ハード面の復興　　事業が完了

23％

3％借金 3億5123万円

4％ 4億5158万円

　
９
月
会
議
を
９
月
６
日
か
ら
９
月
16
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。人
事
案
件
や
条
例
改
正
、令
和
３
年

度
補
正
予
算
な
ど
９
件
の
議
案
を
審
議
し
、い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、一般
質
問
は
４
人
が
町
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
各
種
会
計
の
決
算
審
査
は
、特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
審
議
し
ま
し
た
。審
議
内
容
は
４
〜
７
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

4％ 4億4391万円

自
主
財
源

48
％

52
％

依
存
財
源

諸
収
入
ほ
か

繰
越
金

令和 ２ 年度
一 般 会 計
決　算

金額は合計に合わせて千の位
で四捨五入しています。

残  っ  た  お  金

令和３年度の特定事業へ

歳 出支　　出

118億2165万円

  2億8127万円

1793万円

　2億6333万円

5億4031万円

土
木
費
ほ
か

42％
49億1729万円

総　務　費 

7％ 8億5334万円

5％

40億3819万円
34％

民 生 費
震災復興関連事業費に
　　28億850万円

議会費、消防費含む、
職員人件費、国際村運営費、
震災復興推進事業費　ほかごみ処理、各種検診、

環境美化ほか

高齢者、障害、児童福祉、
保育所運営ほか

道路管理、公園、住宅、
災害復旧費ほか

学校管理費、生涯学習
センター運営費ほか

7億6231万円6％

完成した「ながすか多目的広場」

子どもたちに人気の遊具

3億9190万円3％
公債費（借金返済）

3億1832万円3％
農林水産業費・商工費・労働費

農業水産振興、
松くい虫等防除ほか

4％ 4億4300万円

９ 月
会 議

教 

育 

費

令和３年度に繰り越し

衛 

生 

費

③ しちがはま議会だより　第149号　令和3年11月1日発行 しちがはま議会だより　第149号　令和3年11月1日発行 ②



決算審査特別委員会リポート

決 算
審 査

　令和２年度の各種会計決算審査は、特別
委員会を設置して９月６日から１６日までの日
程で行いました。
　担当課ごとに説明を受けたあと、質疑・応
答により慎重に審査しました。その後、討論・
採決の結果、全会計の決算を認定しました。
主な内容を要約してお知らせします。

　
　
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
行
政
区
長

の
役
割
は
。

答　

総
務
課
長　

情
報
発
信
や
地
区・

地
域
の
課
題
を
届
け
て
い
た
だ
き
、双
方

向
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　
　

研
修
と
し
て
県
に
職
員
を
２
人
派

遣
し
て
い
る
が
、そ
の
目
的
は
。

　
　
総
務
課
長　
他
の
市
町
村
の
職
員

に
接
す
る
こ
と
で
、さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方

や
視
野
を
広
げ
る
機
会
と
な
っ
て
お
り
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
。

仁田　秀和熊谷　明美
副 委 員 長 委 員 長

どのように使ったのか 各課審査で質疑応答
問答 問答

　
　
行
政
区
管
理
の
防
犯
灯
を
L
E
D

照
明
に
取
り
換
え
る
事
業
は
、目
標
通

り
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
防
災
対
策
室
長　
ま
だ
取
り
換
え

が
２
６
１
基
済
ん
で
い
な
い
が
、計
画
通

り
進
む
予
定
で
あ
る
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
自
主
防
災
会
の

訓
練
は
。

　
　
防
災
対
策
室
長　
前
年
と
比
較
し

て
、参
加
人
数
は
減
っ
て
い
る
が
開
催
回

数
は
増
え
て
い
る
。内
容
は
全
地
区
で
防

災
機
材
の
組
み
立
て
方
の
訓
練
な
ど
を

行
っ
た
。

防
災
減
災
の
推
進
は

問答 問答

総　
　
　

務　
　
　

課

防　

災　

対　

策　

室

　
　
遠
山・境
山
の
傾
斜
地
、野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
内
の
伐
倒
集
積
被
害
木
撤
去

の
進
捗
状
況
は
。

　
　
産
業
課
係
長　
進
捗
率
は
50
％
で

あ
る
。

　
　
利
用
さ
れ
て
い
な
い
畑
地
は
認
定

農
業
者
だ
け
で
は
、休
耕
地
の
活
用
に

手
が
回
ら
な
い
と
考
え
る
。一般
の
方
や

社
団
法
人
な
ど
幅
を
広
げ
る
考
え
は
。

　
　
産
業
課
係
長　
土
地
を
借
り
た
い

人
は
少
な
い
。新
規
就
農
の
相
談
は
随

時
受
け
て
い
る
が
、営
農
ま
で
行
か
な
い
。

一般
の
方
等
の
生
き
が
い
対
策
事
業
の
展

開
も
考
え
た
い
。

景
観
保
全
は

問答問答

漁
業
振
興
対
策
は

自
治
振
興
事
業
の
成
果
は

行
政
組
織
力
強
化
は

防
犯
灯
取
り
換
え
の

　
　
　
　
　

進
捗
状
況
は

　
　
避
難
誘
導
看
板
の
設
置
が
無
い
が
、

そ
の
理
由
と
災
害
時
の
避
難
誘
導
経
路

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
建
設
課
長　
看
板
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
は
、配
慮
に
欠
け
て
い
た
。

避
難
経
路
は
、管
理
棟
か
ら
東
側
は
、笹

山
団
地
方
角
へ
、西
側
は
汐
見
台
南
の
高

台
へ
誘
導
看
板
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

　
　

松
ヶ
浜
の
飛
ヶ
崎
ト
ン
ネ
ル
断
面

修
復
を
4
カ
所
行
っ
て
い
る
が
、点
検
方

法
は
打
音
点
検
か
。修
復
内
容
は
。

　
　
建
設
課
長　
点
検
方
法
は
打
音
で

あ
る
。剥
離
補
修
を
行
っ
た
。

問答問答 飛
ヶ
崎
ト
ン
ネ
ル

　
　
　
　
　

補
修
工
事
は

建　
　
　

設　
　
　

課

な
が
す
か
多
目
的
広
場
の

　
　
　
　
　
　
　

避
難
路
は

　
　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
便
利
帳
に

医
療
枠
を
設
け
、塩
釜
地
区
休
日
急
患

診
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
情
報
を
分
か
り

や
す
く
す
る
考
え
は
。

　
　
健
康
福
祉
課
長　
前
向
き
に
改
善

し
て
い
き
た
い
。

　
　
心
の
相
談
を
利
用
し
た
件
数
が
増

え
て
い
る
。相
談
が
多
い
年
代
と
性
別
の

状
況
は
。

　
　
健
康
福
祉
課
長　
相
談
が
多
い
年

代
は
40
代
で
の
べ
２
９
９
人
。男
女
比
で

は
男
性
が
４
分
の
１
、女
性
が
４
分
の
３

で
あ
る
。

答 問問答

健　

康　

福　

祉　

課

休
日
診
療
事
業
は

心
の
相
談
事
業
は

　
　

修
繕
件
数
は
13
件
と
の
事
だ
が
、

不
具
合
箇
所
は
全
て
修
繕
さ
れ
た
の
か
。

　
　
財
政
課
長　
緊
急
に
直
す
部
分
は
、

そ
の
都
度
直
し
て
い
る
。

　
　
ア
ワ
ビ
の
売
上
単
価
が
減
少
し
て

い
る
が
、単
価
を
下
げ
る
な
ど
コ
ロ
ナ
禍

で
も
臨
機
応
変
に
対
策
を
考
え
、売
り

上
げ
向
上
を
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

産
業
課
係
長　

今
後
、可
能
で
あ

れ
ば
、漁
協
な
ど
と
も
協
力
し
、イ
ベ
ン

ト
等
に
も
参
加
し
た
い
。

遊
休
農
地
の
活
用
は

産　
　
　

業　
　
　

課

問答問答 役
場
庁
舎
の
維
持
管
理
は

財　
　
　

政　
　
　

課

　
　

ま
ち
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
伝
え
き
れ

な
い
も
の
を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
載
せ

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、各
課
で
載
せ
て

い
る
内
容
を
見
る
と
不
慣
れ
な
面
が
有

る
と
感
じ
る
。政
策
課
が一緒
に
な
っ
て

作
り
あ
げ
て
い
く
考
え
は
。

　
　
政
策
課
長　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
効
果
は
大

き
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
る
。若
い
職
員

を
中
心
に
広
め
て
い
き
た
い
。場
合
に
よ

っ
て
は
講
習
も
必
要
と
考
え
る
。

　
　
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理

事
業
区
域
内
の
、商
業
産
業
用
地
の
賃

貸
募
集
を
進
め
る
う
え
で
、対
策
や
ア

ピ
ー
ル
は
し
た
の
か
。

　
　
政
策
課
長　
商
業
産
業
用
地
を
示

す
看
板
を
立
て
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
貼
り
付

け
て
宣
伝
し
て
い
る
。地
元
金
融
機
関

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
載
せ
て
い
た
だ
き

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

行
政
情
報
の
提
供
は

問答産
業
誘
導
は

問答

政　
　
　

策　
　
　

課

簡易ベッドの組み立て訓練

積極的な産業誘導を

仮設の避難誘導板

は
く 

り

庁舎裏を修繕しました

と
び
　
が
　
さ
き

と
び 

が 

さ
き

⑤ しちがはま議会だより　第149号　令和3年11月1日発行 しちがはま議会だより　第149号　令和3年11月1日発行 ④



決算審査特別委員会リポート
　
　

全
校
児
童
生
徒
の
同
時
ア
ク
セ
ス

に
耐
え
ら
れ
る
の
か
。ま
た
、自
宅
で
の

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
可
能
な
環
境
か
。

　
　

教
育
総
務
課
長　
タ
ブ
レ
ッ
ト
納

入
後
に
不
具
合
が
確
認
で
き
た
が
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
拡
張
を
行
い
、現
在
は
改
善

し
て
い
る
。オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
対
応
し

て
い
る
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
、各
学
校
を
会
場

に
、少
人
数
で
実
施
す
る
考
え
は
。

　
　

教
育
長　

以
前
は
各
学
校
で
行
っ

て
い
た
が
、現
在
は
1
0
0
人
以
下
で
あ

り
中
央
公
民
館
で
行
っ
た
ほ
う
が
合
理

的
で
あ
る
。

　　
　
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
中
学
校
で
活
動
で
き
な

か
っ
た
理
由
は
。

　
　

教
育
総
務
課
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
入
国
で
き
な
か
っ
た
。

　
　
幅
広
い
年
代
の
不
登
校
児
童
に
対

し
て
、年
齢
に
応
じ
た
教
育
支
援
が
で
き

て
い
た
の
か
。

　
　

教
育
長　

年
齢
で
は
な
く
、特
性

に
応
じ
て
の
指
導
で
あ
る
。

　
　
子
ど
も
へ
の
教
育
を
充
実
さ
せ
る
べ

き
で
は
。

　
　
教
育
総
務
課
長　
小
さ
い
頃
か
ら

の
男
女
共
同
参
画
を
、推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

今
回
、貞
観
地
震
以
降
の
遺
物
が

出
土
し
た
。七
ヶ
浜
町
の
歴
史
と
し
て
周

知
す
る
考
え
は
。

　
　
歴
史
資
料
館
長　
震
災
復
興
事
業

関
連
遺
跡
調
査
報
告
書
を
作
っ
た
。現
在

歴
史
資
料
館
で
、復
興
作
業
で
出
土
し

た
遺
物
の
展
示
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

粗
大
ご
み
集
積
所
の
違
反
ご
み
が

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
に
よ
り
減
少
し
抑

止
効
果
が
出
て
い
る
。固
定
カ
メ
ラ
や
貸

出
期
間
の
延
長
を
望
む
声
が
あ
る
が
。

　
　
町
民
生
活
課
長　
長
期
間
の
貸
し

出
し
要
望
の
声
は
聞
こ
え
て
き
て
い
る
。

貸
し
出
し
台
数
を
増
や
し
、期
間
の
延
長

な
ど
柔
軟
な
運
用
を
し
た
い
。

　
　
電
子
決
済
は
Ｐａｙ
Ｐａｙ
だ
け
な

の
か
。

　
　
税
務
課
長　
令
和
３
年
度
よ
り
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐａｙ
、Ｐａｙ
Ｂ
、支
払
秘
書

の
電
子
決
済
ア
プ
リ
に
追
加
対
応
し
て

い
る
。

問答問答
　
　
支
援
が
必
要
な
児
童
が
増
え
て
い

る
が
、学
校
か
ら
の
増
員
な
ど
の
要
望
は

な
か
っ
た
の
か
。

　
　
教
育
総
務
課
長　
足
り
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

　
　
普
通
学
級
に
支
援
員
が
手
伝
い
に

行
っ
て
い
る
が
、本
来
支
援
を
受
け
る
べ

き
児
童
が
受
け
ら
れ
な
い
の
で
は
。

　
　

教
育
長　

普
通
学
級
へ
の
支
援
は
、

目
的
外
使
用
で
あ
る
た
め
、改
め
て
指
導

す
る
。

答

問答 問答 小
中
学
校

　

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　

環
境
整
備
工
事
は

教　

育　

総　

務　

課

監視カメラは抑止力に

不
法
投
棄
抑
止
策
は

町　

民　

生　

活　

課

ご 

え
ん

ス
マ
ホ
収
納
は

税　
　
　

務　
　
　

課

問問答 文
化
財
の
教
育
及
び

　
　
　

 

普
及
活
用
事
業
は

生　

涯　

学　

習　

課

男
女
共
同
参
画

　
　
　
　
　

 

推
進
事
業
は

外
国
語
指
導
助
手

　
　
　
　
　

 

招
致
事
業
は

問答

就
学
時
健
康
診
断
事
業
は

問答問答 特
別
支
援
教
育
支
援
員

　
　
　
　
　

 

配
置
事
業
は

問答 学
校
教
育
支
援

　
　
　

 

セ
ン
タ
ー
事
業
は

　
　
高
齢
者
が
誤
嚥
性
肺
炎
で
死
亡
す

る
確
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。口
腔
ケ
ア

で
予
防
す
る
考
え
は
。

　
　
長
寿
社
会
課
長　
介
護
予
防
教
室

の
中
で
展
開
し
て
い
る
。今
後
も
拡
充
し

た
い
。

　
　
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
登
録
者

お
よ
び
名
簿
提
供
率
が
高
く
な
っ
て
い

る
。今
後
の
課
題
は
。

　
　
長
寿
社
会
課
長　
名
簿
提
供
率
は

95
．８
％
で
あ
る
。ど
う
活
用
し
て
い
く

か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

答 問問答

長　

寿　

社　

会　

課

高
齢
者
の
健
康
維
持
は

地
域
福
祉
事
業
は

　
　

託
児
サ
ポ
ー
ト
の
利
用
を
希
望
し

た
い
声
が
多
く
な
っ
て
い
る
。利
用
料
金

を
安
価
に
す
る
こ
と
で
利
用
し
や
す
く

な
る
の
で
は
。ま
た
、預
か
り
場
所
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長　
短
時
間
や
兄

弟（
姉
妹
）の
場
合
な
ど
、社
会
福
祉
協

議
会
と
支
援
員
、利
用
者
が
協
議
を
し

な
が
ら
、状
況
に
合
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
る
。

　

料
金
は
適
正
と
考
え
る
。主
に
利
用

者
宅
で
、状
況
に
応
じ
て
支
援
員
宅
の
場

合
も
あ
る
。

　
　

す
ま
い
る
広
場
の
利
用
者
が
増
え

て
い
る
。全
国
的
に
も
幼
児
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
出
て
い
る
中
、

密
を
避
け
る
な
ど
、対
策
は
。

　
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

各
部
屋
に
空
気
清
浄
機
を
設
置
し
、換

気
対
策
も
実
施
し
て
い
る
。ラ
ン
チ
ル
ー

ム
の
密
対
策
と
し
て
、時
短
や
間
隔
を
空

け
て
利
用
し
て
お
り
、状
況
に
応
じ
て
閉

鎖
な
ど
の
対
策
を
実
施
し
た
。国
の
方
針

に
基
づ
い
て
実
施
し
て
い
る
。

問答

　
　
母
子
セ
ン
タ
ー
の
多
目
的
ト
イ
レ

や
男
子
ト
イ
レ
が
分
か
り
づ
ら
く
使
い

づ
ら
い
。今
後
、子
供
の
引
率
で
父
親
も

訪
れ
る
機
会
も
多
く
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
て
、利
用

し
や
す
い
案
内
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長　
建
物
が
古
く
、

不
具
合
が
出
る
都
度
改
修
を
し
て
い
る
。

ト
イ
レ
の
改
修
は
、喫
緊
に
は
考
え
て
い

な
い
が
、古
い
た
め
、課
題
と
し
た
い
。

　
　
多
子
世
帯
支
援
事
業
と
し
て
第
３

子
以
降
の
子
ど
も
に
助
成
を
し
て
い
る

が
、町
独
自
に
助
成
を
拡
充
す
る
考
え

は
な
か
っ
た
か
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長　
多
子
世
帯
支

援
と
し
て
、町
独
自
の
増
額
は
考
え
て
い

な
い
。多
子
の
み
だ
け
で
は
な
く
、子
育

て
全
体
の
支
援
を
考
え
て
い
る
。

母
子
セ
ン
タ
ー
の

　
　

男
子
ト
イ
レ
を

　
　
　
　

利
用
し
や
す
く

問答

答 問

子　

ど　

も　

未　

来　

課

フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
　

サ
ポ
ー
ト
事
業
は

多
子
世
帯
支
援
事
業
は

問答

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　

利
用
は

オンライン授業で必要な
　　　タブレット

表浜、長須賀から出土した遺物

こ
う
く
う

分かりづらい
１階の男子トイレ

⑦ しちがはま議会だより　第149号　令和3年11月1日発行 しちがはま議会だより　第149号　令和3年11月1日発行 ⑥



財　源　構　造

各　種　会　計　決　算　額

健　全　化　４　指　標

連結実質赤字比率

実 質 赤 字 比 率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

区　　　分 説　　　　　明令和2年度 令和元年度

財 政 力 指 数

経 常 収 支 比 率

経常一般財源比率

98.3 %

0.580.57

94.2 %

99.7 %99.8 %

自主財源で賄える運営経費の基準指数。大きいほど財
源に余裕がある。
人件費などの必要経費の割合。
比率が低いほど、財政に弾力性がある。
歳入構造の弾力性を表した指標。
１００を超えると余裕がある。

区　　　分 説　　　　　明

な しな し15.00 %

20.00 %

25.0  %

350.0  %

普通会計（一般会計と公園墓地会計）の実質的な赤字
を示す割合。

な しな し 公営企業などを含む全会計に占める赤字の割合。

 0.5 %0.5 % 自治体の収入に対する借金返済額の割合。

将来にわたる実質的負債「借金」の割合。

※１

※１

※１

※１

※１早期健全化基準の指標です。１つでも超えると歳入増加や歳出削減などの財政健全化計画を策定しなければなりません。

令和2年度 令和元年度

　
一般
会
計
の
決
算
規
模
は
、前

年
と
比
較
す
る
と
上
昇
し
て
お

り
、東
日
本
大
震
災
前
の
平
成

22
年
度
と
比
較
す
る
と
歳
入

が
約
2.1
倍
、歳
出
も
約
2.2
倍
に

増
加
し
て
い
る
。

　

今
後
の
財
政
運
営
は
、ハ
ー

ド
面
で
の
東
日
本
大
震
災
関
連

の
復
興
事
業
が
終
息
し
た
こ
と

に
よ
り
、縮
小
傾
向
で
の
予
算

編
成
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。引
き
続
き
経
常
経
費
の
抑

制
と
点
検
を
行
い
、限
ら
れ
た

財
源
を
重
点
的
、効
率
的
な
配

分
と
計
画
的
な
事
務
事
業
の

推
進
を
望
む
。ま
た
、こ
の
度
の

審
査
に
お
い
て
、項
目
に
よ
り

不
用
額
が
支
出
済
み
額
を
上

回
っ
て
い
る
こ
と
も
見
受
け
ら

れ
る
。今
後
は
不
測
の
事
態
に

備
え
る
も
の
以
外
に
つ
い
て
、

よ
り一層
適
切
な
予
算
の
計
上

お
よ
び
執
行
を
望
む
。

監　　査　　の　　意　　見
代
表
監
査
委
員

　

稲
妻　

敏
行　

さ
ん

下 水 道 事 業
国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療
介　護　保　険

公 園 墓 地 事 業

収益的
水道事業会計

資本的

7億5348万円
20億9727万円
18億3251万円
1億9761万円
1400万円

5億2029万円
59万円

7億2874万円
20億6822万円
17億6219万円
1億9596万円
1325万円

賛成10：反対2

賛成10：反対2

全 員 賛 成

2474万円
2904万円
7032万円

一　般　会　計 121億  291万円 118億2165万円 2億8127万円

164万円
75万円

4億4542万円
1億7490万円 ▲1億7431万円

7487万円

会　　計　　名 収　　入 支　　出 差　引　額

収益的・・・経営に伴い、発生が予想される収入と費用
資本的・・・将来に備えて行う建設改良等の支出とその財源となる収入
不足分は積立金（留保資金）などで補てん

*3

*1

*2

*3
*2
*1

認
定

採決の結果

決算審査特別委員会リポートまちの財政リポート

な しな し

討　　論

　
次
の
点
で
反
対
す
る
。

①一部
に
お
い
て
町
条
例
や
要
綱
に
照
ら
し
た

事
業
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

②
地
球
温
暖
化
対
策
等
の
取
り
組
み
に
逆
行

し
て
い
る
石
炭
火
力・仙
台
パ
ワ
ー
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
稼
働
中
止
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

③
町
営
住
宅
入
居
に
係
る
単
身
者
の
年
齢
制

限
を
廃
止
す
る
べ
き
で
あ
る
。

④
除
草
を
年
３
回
に
増
や
す
べ
き
で
あ
る
。

⑤
必
要
の
な
い
基
金
へ
の
繰
り
入
れ
は
行
わ

ず
、年
次
的
な
基
金
の
取
り
崩
し
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。

　
次
の
点
で
賛
成
す
る
。

①
自
主
財
源
の
重
要
な
柱
で
あ
る
町
税
は
、

昨
年
同
様
、高
水
準
の
微
収
率
で
あ
る
。

②
町
学
校
教
育
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
不
登
校

の
児
童
生
徒
に
学
習
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

学
校
と
連
携
し
生
徒
の
適
性
に
合
っ
た
進
路

を
決
定
し
た
。ま
た
、英
語
を
通
し
た
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
育
成
が
評
価
さ
れ「
２
０
２

０
年
度
Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
英
語
教
育
賞
文
部
科
学
大

臣
賞
」を
受
賞
し
た
。

③
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
を
撤
廃

し
、助
成
対
象
を
拡
大
し
た
。

④
み
や
ぎ
環
境
交
付
金
を
活
用
し
、行
政
区

で
管
理
し
て
い
る
街
路
灯
１
４
１
灯
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
に
取
り
換
え
、町
内
全
体
の
３
年
計

画
に
対
し
２
年
目
で
63
％
を
達
成
し
て
い
る
。

⑤
町
内
海
浜
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
で
海
難
事
故

０
件
を
達
成
。ま
た
、地
場
産
品
の
販
売
促
進

お
よ
び
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
料
金
引
き
下
げ
は
、十
分
可
能
で
あ
る
。歳
出

で
削
減
さ
れ
た
分
を一般
会
計
か
ら
の
繰
入
額

の
削
減
に
充
当
し
、町
民
に
還
元
し
て
い
な
い
。

　
令
和
元
年
の
台
風
19
号
に
よ
る
災
害
復
旧
事

業
や
長
寿
命
化
計
画
な
ど
に
よ
る
施
設
の
計
画

的
改
修
な
ど
、効
率
的
に
事
業
を
進
め
て
い
る
。

反
対
反
対

歌
川　

渡

賛
成
賛
成

遠
藤
久
和

下
水
道
事
業

　
過
大
な
基
金
積
み
立
て
を
行
う
べ
き
で
は
な

く
、計
画
的
に
取
り
崩
し
、国
保
税
の
引
き
下
げ

を
行
う
べ
き
で
あ
る
。納
税
者
の
負
担
軽
減
を

す
べ
き
で
あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率
向
上
を
図
り
、

医
療
費
適
正
化
に
努
め
、国
保
被
保
険
者
の
理

解・協
力
を
得
な
が
ら
県
と
と
も
に
、健
全
な
国

保
財
政
の
運
営
を
目
指
し
て
い
る
。

反
対
反
対

歌
川　

渡

賛
成
賛
成

佐
藤
直
美

国
民
健
康
保
険

一
般
会
計

　

制
度
の
実
態
を
把
握
し
、保
険
料
軽
減
と
利

用
者
負
担
軽
減
を
国
へ
働
き
か
け
る
べ
き
で
あ

る
。経
済
的
負
担
の
心
配
の
な
い
保
険
料
の
軽

減
、利
用
料
へ
の
助
成
制
度
を
設
け
る
な
ど
積
極

的
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　
介
護
予
防・日
常
生
活
支
援
に
、介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
が
適
切
か
つ
有
効
に
利
用
さ
れ
た
内
容

と
な
っ
て
お
り
、高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
取
組
が
な
さ
れ
て
い
る
。

反
対
反
対

歌
川　

渡

　
こ
の
制
度
は
少
子
高
齢
化
が
進
む
ほ
ど
高
齢

者
の
保
険
料
の
負
担
が
増
え
て
い
く
制
度
で
あ

る
。国
に
対
し
同
制
度
の
早
急
な
廃
止
を
求
め

る
べ
き
で
あ
る
。

　

運
営
主
体
で
あ
る
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
と
連
携
を
取
り
、制
度
の
推
進
を

図
っ
て
い
る
。低
所
得
者
な
ど
の
保
険
料
軽
減

措
置
の
た
め
の
保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
を
計
上

し
て
い
る
。現
役
世
代
と
高
齢
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
能
力
に
応
じ
て
、公
平
に
負
担
し
あ
う
制
度

で
あ
る
。 反

対
反
対

歌
川　

渡

賛
成
賛
成

仁
田
秀
和

　
必
要
の
な
い
過
大
な
積
み
立
て
は
行
う
べ
き

で
は
な
い
。積
立
金
の
計
画
的
取
り
崩
し
を
行

い
、利
用
料
金
の
引
き
下
げ
を
行
う
べ
き
で
あ

る
。水
道
管
敷
設
工
事
費
は
起
債
が
認
め
ら
れ

て
お
り
、新
た
な
建
設
改
良
積
み
立
て
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
。

　
建
設
改
良
工
事
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る

こ
と
や
、受
水
先
を
２
系
統
契
約
す
る
な
ど
災

害
に
対
し
て
配
慮
さ
れ
て
い
る
。安
定
し
た
経

営
と
、安
全
安
心
な
水
の
安
定
供
給
に
努
め
て

い
る
。

※

公
園
墓
地
は
反
対
な
く
全
会一致
で
可
決

反
対
反
対

歌
川　

渡

賛
成
賛
成

小
林
倫
明

水
道
事
業
会
計

・・・なので反対します　　　・・・なので賛成します

賛
成
賛
成

熊
谷
明
美

反
対
反
対

歌
川　

渡

賛
成
賛
成

安
倍
敏
彦

後
期
高
齢
者
医
療

介
護
保
険

⑨ しちがはま議会だより　第149号　令和3年11月1日発行 しちがはま議会だより　第149号　令和3年11月1日発行 ⑧



　
　

工
事
に
至
っ
た
経
緯
や

　
　
内
容
は
。

　
　
教
育
総
務
課
長　
町
有

　
　
地
に
出
入
り
す
る
た
め

の
門
扉
を
取
り
付
け
る
た
め

の
工
事
で
あ
る
。こ
れ
ま
で

民
有
地
を
通
っ
て
町
有
地
を

管
理
し
て
い
た
と
こ
ろ
が一部

あ
り
、そ
の
民
有
地
が
通
り

抜
け
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、

向
洋
中
に
面
し
て
い
る
土
地

で
あ
る
こ
と
か
ら
、向
洋
中

の
フ
ェ
ン
ス
を
改
修
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
　
国
際
村
事
務
局
長　

　
　
館
内
の
17
カ
所
に
カ
メ

ラ
を
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

監
視
カ
メ
ラ
の
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
な
が
ら
画
像

を
選
択
し
、外
部
に
配
信
し

た
り
、ま
た
は
内
部
で
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

工
事
で
あ
る
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会一致
で
可
決

内
容
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
、緊
急
事
態
宣

言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
が
国
か
ら
発
令
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
協
力

金
へ
追
加
す
る
も
の
で
す
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会一致
で
承
認

　
　

　
　
財
政
課
長　
今
回
計
上

　
　

し
た
も
の
は
、被
災
地

の
か
さ
上
げ
工
事
分
で
あ
る
。

精
査
し
た
上
で
金
額
を
計
上

し
て
い
る
が
、年
月
が
た
つ
に

つ
れ
被
災
者
の
考
え
方
も
変

わ
る
こ
と
も
あ
り
、今
回
残

金
が
出
て
し
ま
っ
た
も
の
で

あ
る
。今
後
も
し
っ
か
り
精

査
し
た
上
で
、対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

副
町
長　

当
初
、少
な

　
　

め
に
要
望
を
出
す
と
、

ど
う
し
て
も
住
民
の
要
求
に

応
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、

全
体
的
に
多
め
に
計
画
を
し

た
。当
時
は
緩
め
に
認
め
ら

れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、10

年
を
経
過
す
る
と
や
り
た
い

部
分
も
な
か
な
か
通
し
て
い

た
だ
け
な
い
。で
き
る
だ
け

住
民
の
意
向
を
通
し
た
。今

後
も
住
民
の
理
に
適
う
よ
う

に
、予
想
を
立
て
な
が
ら
計

画
し
て
い
き
た
い
。

こんなことが決まりました－補正予算の議案審議－

　
　
財
政
課
長　
５
月
の
暴

　
　
風
や
台
風
８
号
等
に
よ

り
、か
な
り
の
当
初
予
算
を

執
行
し
た
。台
風
や
３
月
の

暴
風
に
備
え
、即
座
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
追
加
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
　
設
置
場
所
な
ど
の
工
事

　
　
内
容
は
。

　
　
防
災
対
策
室
長　
設
置

　
　

場
所
は
、多
目
的
広
場

の
駐
車
場
側
に
６
カ
所
、韮
ヶ

森
線
に
１
カ
所
と
登
り
口
に

１
カ
所
で
あ
る
。避
難
誘
導

看
板
は
若
干
大
き
め
の
60
×

90
㎝
の
予
定
で
あ
る
。記
載

内
容
は
、避
難
所
ま
で
の
所

要
時
間
か
距
離
に
す
る
か
を

検
討
し
て
い
る
。夜
間
の
視

認
性
は
、既
存
の
街
灯
に
設

置
す
る
予
定
な
の
で
見
え
る

と
思
う
が
、確
認
し
て
設
置

す
る
。

補正
予算

　

　
　

　
　
国
際
村
事
務
局
長　

　
　
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
、フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
等
を
検
討
し

て
い
る
。

　
現
在
は
人
数
制
限
も
あ
る

の
で
、ど
う
い
っ
た
事
業
が
広

く
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
か
検
討
し
事
業
実
施
に

向
け
て
進
め
て
い
き
た
い
。

こんなことが決まりました－補正予算の議案審議－

普通交付税へ追加
新型コロナウイルス感染症対応
　　　　　　　　　　地方創生臨時交付金へ追加
新型コロナウイルス感染症拡大防止
　　　　　　　　　協力金交付事業補助金へ追加
公共学校施設災害復旧費負担金（向洋中学校）
東日本大震災復興基金繰入金へ追加
繰越金へ追加

１億７２３７万円
１５０１万円

１８００万円

３１７９万円
２億４７９８万円
１億　　６１万円

補 正 額

歳
　
入

歳
　
出

新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金へ追加
地域福祉基金積立金へ追加
国際村施設災害復旧工事へ追加
向洋中学校施設災害復旧工事
東日本大震災復興基金返還金

１８００万円
５０００万円
２２００万円
５５３３万円

２億４６４６万円

お も な 内 容

一　般　会　計

　
　
国
際
村
事
務
局
長　

　
　
令
和
３
年
２
月・３
月
に

発
生
し
た
地
震
に
よ
る
被
災

状
況
の
調
査
を
委
託
。そ
の

調
査
結
果
に
よ
り
工
事
費
を

計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。内

容
は
、ホ
ー
ル
棟
か
ら
セ
ミ
ナ

ー
室
、レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
に
幅

0.2
㎜
以
上
で
総
延
長
２
３
０

ｍ
の
ク
ラ
ッ
ク（
亀
裂
）が
あ

り
、災
害
復
旧
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

答

質
　
疑

答 問 心
と
か
ら
だ
の

　

健
康
イ
ベ
ン
ト

　
　
　

支
援
事
業
補
助
金

　
　
　
　
（
５
０
０
万
円
）

　令和３年度一般会計補正予算（第５号〔専決処分〕・第６号）は、歳入歳
出にそれぞれ６億３１０６万円を追加し、総額を７７億２８４万円としまし
た。主なものは、新型コロナウイルス対策費や国に対する復興予算残余金の
一部返還などです。本議案は原案のとおり可決しました。

コロナ対策

心とからだの健康イベントを実施心とからだの健康イベントを実施

東
日
本
大
震
災
復
興
基
金

　
　
　
　
　
　
　

返
還
金

 　

 

（
２
億
４
６
４
６
万
円
）

答 問

答 問

　
　
工
事
完
了
に
よ
る
財
源

　
　
調
整
と
の
こ
と
だ
が
内

容
は
。

　
　
財
政
課
長　
令
和
元
年

　
　
度
繰
り
越
し
事
業
の
公

立
学
校
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
環
境
施
設
整
備
工
事
の

財
源
の一
部
を
基
金
か
ら
割

り
振
っ
て
い
た
た
め
、残
っ
た

分
を
戻
す
も
の
で
あ
る
。

　
　
産
業
係
長　
９
月
17
日

　
　
に
石
巻
市
で
開
催
の
予

定
だ
っ
た
が
、コ
ロ
ナ
の
影
響

で
延
期
し
た
。事
業
計
画
で

は
、舞
台
設
置
や
出
演
者
の

謝
礼
、宣
伝
広
告
な
ど
の
支

出
が
１
４
１
万
円
と
計
上
さ

れ
た
。観
光
協
会
で
イ
ベ
ン

ト
を
す
る
が
、企
業
へ
の
協
賛

金
や
会
員
か
ら
の
協
力
金
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
参

加
費
お
よ
び
出
店
料
な
ど
を

差
し
引
き
、補
助
金
を
計
上

し
た
も
の
で
あ
る
。

答 問 教
育
振
興
基
金

　
　
　
　

積
立
金
へ
追
加

　
　
　
（
１
０
０
０
万
円
）

答

一般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
（
第
５
号
）

　
　

 　

 

（
１
８
１
３
万
円
）

イ
ベ
ン
ト
内
容
は
。

国
際
村
施
設

　
　
　
　

災
害
復
旧
工
事

　
　
　
（
２
２
０
０
万
円
）

問
工
事
内
容
は
。

国
際
村
映
像
配
信
環
境

　
　
　
　
　
　
整
備
工
事

　
　
　
（
１
１
０
０
万
円
）

工
事
内
容
は
。

答 問 長
須
賀
多
目
的
広
場

お
よ
び
韮
ヶ
森
地
内

避
難
誘
導
標
識
設
置
工
事

　
　
　
　
　
　
（
60
万
円
）

に
ら  

が  

も
り

補
助
内
容
は
。

返
還
金
が
出
た
要
因
は
。

専
決
処
分

そ
れ
以
上
に
広
く
と
っ
て
い

る
。統一は
し
て
い
な
い
。

　
　
財
政
課
長　
森
林
環
境

　
　
税
に
絡
ん
で
い
る
部
分

で
、市
町
村
に
前
倒
し
で
頂

い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。本
町

は
、森
林
が
少
な
い
た
め
基

金
に
積
み
立
て
て
い
る
。

　
　
工
事
内
容
は
。ま
た
、区

　
　
画
線
を
広
く
引
く
と
の

こ
と
だ
が
、本
町
の
公
共
駐

車
場
の
区
画
幅
に
関
し
て
、

統一さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長　
駐
車

　
　
区
画
線
が
見
え
に
く
い

こ
と
や
少
し
狭
い
と
い
う
意

見
を
い
た
だ
き
、区
画
線
を

引
き
直
す
際
に
広
く
す
る
も

の
で
あ
る
。区
画
幅
は
２ｍ
50

㎝
が
一
般
的
で
は
あ
る
が
、

答 問

答 問 公
共
土
木
施
設

　
　

災
害
復
旧
費
の
追
加

　
　
　
　
（
３
０
０
万
円
）

追
加
内
容
は
。

森
林
環
境

　
　
　

整
備
基
金
へ
追
加

　
　
　
　
　
　
（
20
万
円
）

問
基
金
へ
追
加
の
目
的
は
。

答

向
洋
中
学
校
フ
ェ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
（
22
万
円
）

答 問

国際村の壁にできたクラック

消えかかっている区画線

問 生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
区
画
線
整
備
工
事

　
　
　
　
（
１
０
９
万
円
）

答

⑪ しちがはま議会だより　第149号　令和3年11月1日発行 しちがはま議会だより　第149号　令和3年11月1日発行 ⑩

全
国
豊
か
な

  

海
づ
く
り
大
会

　

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
補
助
金

　
　
　
　
　
　
（
80
万
円
）



稲
妻　
憲
昭　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
吉
田
浜
）

任
期

令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
４
年
間

　
　
公
募
を
し
な
か
っ
た

　
　
理
由
は
。

　
　
総
務
課
長　
経
験
に
基

　
　
づ
い
た
判
断
力
が
求
め

ら
れ
る
た
め
、公
募
を
行
わ

な
か
っ
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、議
会

で
は
同
意
さ
れ
ま
し
た
が
、

任
命
は
12
月
に
な
る
の
で
、

次
回
の
議
会
だ
よ
り
に
掲
載

す
る
予
定
で
す
。

こんなことが決まりました－条例改正などの議案審議－

議案
審議

提
出
先

衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣

財
務
大
臣

総
務
大
臣

経
済
産
業
大
臣

内
閣
官
房
長
官

経
済
再
生
担
当
大
臣

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

●
令
和
２
年
度
未
処
分
利
益

剰
余
金
の
処
分　

内　
容

　
令
和
２
年
度
利
益
剰
余
金

５
０
０
０
万
円
を
建
設
改
良

積
立
金
に
積
み
立
て
る
も
の

で
す
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

　

任
期
満
了
に
伴
い
、議
会

の
同
意
を
得
て
、任
命
さ
れ

ま
す
。

鈴
木　
博　
さ
ん

（
境
山
）

任
期

令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
４
年
間

財 

産 

の 

取 

得

水
道
事
業
会
計

●
令
和
３
年
度
消
防
団
通
信

機
器（
無
線
機
）一式

内　
容　

　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
Ｉ
Ｐ
ト
ラ

ン
シ
ー
バ
ー
60
台
を
購
入
し
、

既
存
の
機
器
と
の
併
用
に
よ

り
通
信
環
境
の
途
絶
を
防
ぐ

も
の
で
す
。

契
約
先　

株
式
会
社
テ
レ
コ

ム
東
北
支
社

契
約
額　
１
２
８
７
万
円

納
入
期
限　
令
和
４
年
２
月

28
日

　
　

　
　
防
災
対
策
室
長　
各
分

　
　

団
に
3
台
、各
地
区
避

難
所
に
１
台
、残
り
は
本
部

分
で
あ
る
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

固
定
資
産
評
価

　
　

審
査
委
員
（
新
任
）

人　
　

事

教
育
委
員
（
再
任
）

●
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い

財
政
状
況
に
対
処
し
地
方
税

財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出

内　
容

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
は
、変
異
株
の
猛

威
も
加
わ
り
、我
が
国
の
各

方
面
に
お
い
て
甚
大
な
経
済

的・社
会
的
影
響
を
及
ぼ
し

て
お
り
、国
民
生
活
へ
の
不
安

が
続
い
て
い
る
中
で
、地
方

財
政
は
、来
年
度
に
お
い
て

も
巨
額
の
財
政
不
足
が
避
け

ら
れ
な
い
厳
し
い
状
況
に
直

面
し
て
い
る
。地
方
自
治
体

に
お
い
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
も
と

よ
り
、地
方
創
生
、雇
用
対
策
、

防
災・減
災
対
策
、デ
ジ
タ
ル

化
や
脱
炭
素
社
会
の
実
現
と

と
も
に
、急
速
な
高
齢
化
に

伴
い
社
会
保
障
関
係
経
費
が

増
大
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、他
の
地
方
歳
出
に
不
合

理
な
し
わ
寄
せ
が
な
さ
れ
な

い
よ
う
、地
方
交
付
税
等
の一

般
財
源
総
額
の
確
保・充
実

を
、国
に
対
し
て
強
く
求
め

る
も
の
で
あ
る
。　

地方税財源の
　　　　　　　充実を
地方税財源の
　　　　　　　充実を

議
員
提
出
議
案

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

す
ず  

き

ひ
ろ
し

い
な
ず
ま

の
り
あ
き

質
　
疑

答 問
分
団
へ
の
配
置
個
数
は
。

佐
藤　

直
美

小
林　

倫
明

仁
田　

秀
和

賛　
　

成

反　
　

対

議
決
結
果

木
村　
　

稔

熊
谷　

明
美

佐
藤　

壮
一

安
倍　

敏
彦

遠
藤　

喜
二

渡
邉　
　

淳

佐
藤　

梶
信

歌
川　
　

渡

遠
藤　

久
和

岡
﨑　

正
憲

掲　載
ページ議　 案　名

○賛成　　●反対　　議長（岡﨑正憲）は採決に加わらない。

　９月会議では、人事や財産の取得、補正予算等の議案を審議しました。
　なお、議案名は略して記載しています。

●賛否が分かれた議案等

●全会一致の議案等

掲　載
ページ補　正　予　算

○令和３年度一般会計補正予算（第６号）
○（専決処分）令和３年度一般会計補正予算（第５号）
○令和３年度国民健康保険事業特別会計補正予算
　（第１号）
○令和３年度公園墓地事業特別会計補正予算
　（第１号）
○令和３年度介護保険特別会計補正予算（第１号）
○令和３年度後期高齢者医療特別会計補正予算
　（第１号）　

掲　載
ページ人　事　関　係

○人権擁護委員の候補者の推薦（再任）
○教育委員会の委員の任命(再任)

10
11
－

－

－
－

12
12

掲　載
ページ財　産　の　取　得　ほ　か

○令和２年度公園墓地事業特別会計決算
○令和２年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告
○財産の取得
　「令和３年度消防団通信機器（無線機）一式」
○令和２年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分
○（議員提出）コロナ禍による厳しい財政状況に対処し
　地方税財源の充実を求める意見書の提出

 9
 9
12
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12
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2 可決

令和２年度後期高齢者医療特別会計決算

2 可決

令和２年度水道事業会計決算

2 可決

固定資産評価審査委員会の委員の選任
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令和３年定例会　９月会議　提出議案採決結果一覧　（９/６～９/１６）

質
　
疑

答 問
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こんなことが決まりました－７月会議－

●一般
会
計
補
正
予
算

内　
容

　

令
和
３
年
度
の一
般
会
計

予
算
に
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
億
２
６
６
１
万
円
を
追

加
し
、総
額
を
70
億
７
１
７

８
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

子
育
て
支
援
推
進
事
業

　
（
１
億
８
７
５
０
万
円
）

　
　
新
し
い
認
定
保
育
園
の

　
　
場
所
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長　

　
　

七
ヶ
浜
消
防
署
の
隣
の

私
有
地
で
あ
る
。

あ
さ
ひ
園
施
設

　
　
　
　

災
害
復
旧
工
事

　
　
　
　
（
２
０
６
万
円
）

　
　
健
康
福
祉
課
長　
外
壁

　
　
の
ク
ラ
ッ
ク（
亀
裂
）に

注
入
す
る
防
水
工
事
、玄
関

と
ト
イ
レ
の
タ
イ
ル
工
事
、さ

ら
に
屋
内
の
ク
ロ
ス
等
の
補

修
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設

災
害
調
査
及
び
復
旧
工
事

　
　
　
　
　

設
計
委
託
料

　
　
　
（
３
０
０
０
万
円
）

　
　
ア
ク
ア
リ
ー
ナ
は
避
難

　
　
所
と
し
て
の
役
目
は
果

た
し
て
い
る
の
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長　
現
在

　
　
は
最
低
限
の
箇
所
を
修

繕
し
て
い
る
が
、今
後
同
じ

こ
と
を
繰
り
返
さ
な
い
方
向

で
復
旧
し
た
い
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会一致
で
承
認

　
こんなことが決まりました－７月会議－

待機児童解消へ
　　　新たな認定保育園を

待機児童解消へ
　　　新たな認定保育園を
　７月会議を７月２９日に開催し、条例の一部改正や一般会計補正
予算、議員提出議案を審議しました。

７ 月
会 議

　
　
補
助
金
は
土
地
購
入
や

　
　
建
物
代
含
め
て
の
補
助

な
の
か
。

　
　
土
地
は
購
入
で
は
な
く

　
　
借
地
と
し
て
の
利
用
と

な
る
。補
助
金
の
概
要
に
は

借
地
の
場
合
の
基
準
額
も
入

っ
て
い
る
。

　
　
事
業
者
が
１
カ
月
の
間

　
　
に
設
計
か
ら
施
設
予
定

地
等
ま
で
の
短
期
間
で
の
提

案
は
早
く
な
い
か
。

　
　
事
業
者
は
全
国
規
模
で

　
　

展
開
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、施
設
等
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
お
り
、応

用
が
利
く
た
め
早
い
期
間
で

申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

質
　
疑

答 問

答 問

補　

正　

予　

算

　全会一致の案件は名称のみ掲載しました。
　なお、議案名は略して記載しています。

●全会一致の議案等

掲　載
ページ補　正　予　算

○令和３年度一般会計補正予算（第４号） 14

掲　載
ページ条　例　改　正

○（議員提出）七ヶ浜町新型コロナウイルス感染症に係る感染者等の人権擁護に関する条例の改正
○特定個人情報の保護に関する条例及び個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正
○町手数料徴収条例の一部改正

15
－
－

令和３年定例会　７月会議　提出議案採決結果一覧　（7/29）

答 問問答

問答
工
事
の
内
容
は
。

方
な
ど
に
接
種
の
強
要
や
差

別
、不
利
益
な
取
り
扱
い
、誹

謗
中
傷
を
な
く
す
た
め
に
人

権
を
擁
護
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、条
例
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

期　
間

　
公
布
の
日
か
ら
施
行

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会一致
で
可
決

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
感
染
者
等

の
人
権
擁
護
に
関
す
る
条

例
の一部
改
正

提
案
理
由

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
、医
療
従
事

者
や
高
齢
者
を
は
じ
め
各
年

齢
層
に
対
し
始
ま
っ
て
お
り

ま
す
。ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、予

防
接
種
法
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、感
染

症
の
蔓
延
防
止
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り

ま
す
が
、同
意
が
あ
っ
て
行
わ

れ
る
も
の
で
決
し
て
強
要
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

重
度
の
急
性
疾
患
や
ワ
ク
チ

ン
成
分
に
対
し
ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
な
ど
様
々
な
理
由
に

よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で
き
な
い

方
々
も
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希

望
す
る
全
て
の
町
民
が
安
心

し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
町
が

行
う
合
理
的
支
援
に
つ
い
て

定
め
る
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
受
け
て
い
な
い
方

に
対
し
て
、
職
場
や
周
り
の

議
員
提
出
議
案 

○七ケ浜町新型コロナウイルス感染症に係る感染者等の人権擁護に関する条例（一部抜粋）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年２月１２日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条例第１号
（目的）
第１条　この条例は、新型コロナウイルス感染症に関し、町、町民及び事業者等の責務等を定めることにより、
　不当な差別的取扱い、誹謗中傷等の発生を防止し、町、町民及び事業者等が連携を図りながら感染者等の
　人権を擁護することを目的とする。
（基本理念）
第３条　何人も、新型コロナウイルス感染症に関して、り患していること、り患しているおそれがあること、り患し
　ていたこと又はワクチン接種を受けていないことを理由として、不当な差別、偏見、誹謗中傷等の人権を侵害
　する行為をしてはならない。
（町の責務）
第４条　町は、町民や事業者に対して、広報活動等を通じた新型コロナウイルス感染症に関する正しい知識の
　普及啓発に努め、収集した情報の整理及び発信を行うに当たっては、偏見等の行為の未然防止を図るととも
　に、感染者等の人権を擁護するよう最大限配慮するように努めるものとする。
２　町は、ワクチン接種を実施するに当たり、障害、高齢その他の理由によりワクチン接種を受けることに困難、
　不安等を感じている町民に対して、その者の意向を尊重しながら、その状況に応じた合理的な配慮を行うとと
　もに、希望する全ての町民が安心してワクチン接種を受けられるよう努めるものとする。
（議会の責務）
第５条　議会は、感染者等の置かれている状況に鑑み、この条例の目的を達成するために、町民や事業者に対
　して、新型コロナウイルス感染症に関する正しい知識の普及啓発を行うとともに、町の施策に協力し感染者等
　の人権擁護に努めるものとする。
（町民の責務）
第６条　町民は、第３条に掲げる基本理念を理解し、新型コロナウイルス感染症に関する正しい知識を持ち、感
　染拡大の防止に十分注意を払い、感染者等の人権が侵害されることのないよう十分に配慮するよう努めるも
　のとする。
（事業者の責務）
第７条　事業者は、第３条に掲げる基本理念を理解し、新型コロナウイルス感染症に関する正しい知識を持ち、
　感染拡大の防止に十分注意を払い、感染者等の人権が侵害されることのないよう十分に配慮するよう努める
　ものとする。
２　事業者は、従業者が新型コロナウイルス感染症にり患したこと、り患のおそれがあること又はワクチン接種
　を受けていないことを理由として、当該従業者及びその家族が不当な差別的取扱いを受けることがないよう
　十分配慮するよう努めるものとする。
附　則
　この条例は、公布の日から施行する。 ←全文はこちらに

ひ

ぼ
う

⑮ しちがはま議会だより　第149号　令和3年11月1日発行 しちがはま議会だより　第149号　令和3年11月1日発行 ⑭



一 般 質 問町の考えを聞く

　
　
ご
み
分
別
ア
プ
リ
を

　
　
活
用
す
る
考
え
は
。

　
　
ど
の
方
法
が
最
適
な
の

　
　
か
探
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
町
外
か
ら
の
持
ち
込
み

　
　

違
反
ご
み
へ
の
対
処
方

法
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
町
長　
通
過
し
や
す
い

　
　
幹
線
道
路
沿
い
の
集
積

所
に
多
く
見
ら
れ
る
。掲
示

物
に
よ
る
注
意
喚
起
を
し
て

い
る
。違
反
ご
み
の
抑
止
対

策
と
し
て
、防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
は
抑
止
力

　
　

が
大
き
い
。し
か
し
違

反
ご
み
投
棄
者
が
判
明
し
て

も
ト
ラ
ブ
ル
発
生
の
心
配
も

あ
り
、設
置
を
た
め
ら
う
場

合
が
あ
る
。住
民
の
声
を
聴

く
な
ど
し
て
現
状
を
把
握
し

ほ
か
の
対
策
も
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
町
民
生
活
課
長　
違
反

　
　
者
に
は
最
終
的
に
ま
ち

職
員
が
対
処
し
て
い
る
。　

　

地
区
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

直
接
聞
き
取
り
を
し
て
、ヒ

ア
リ
ン
グ
の
結
果
問
題
を
整

理
し
、で
き
る
対
策
を
考
え

た
い
。

　
　

ご
み
問
題
は
、長
年
に

　
　
わ
た
り
全
国
で
問
題
視

さ
れ
て
い
る
大
き
な
課
題
で

あ
る
。

　

本
町
の
ご
み
管
理
は
、行

政
区
長
や
環
境
美
化
推
進
員

の
努
力
で
適
正
に
管
理
さ
れ

て
い
る
が
、一部
の
集
積
所
を

見
る
と
違
反
ご
み
が
置
か
れ

て
い
る
。転
入
者
に
対
す
る

ご
み
出
し
ル
ー
ル
の
周
知
方

法
は
。

　
　
町
長　
転
入
手
続
き
時

　
　
に
、ご
み
分
別
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
地
区
別
ご
み
カ
レ
ン

ダ
ー
の
配
布
、粗
大
ご
み
集

積
所
の
場
所
を
説
明
の
上
、

注
意
喚
起
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
外
国
語
表
示
の
ご
み
パ

　
　
ン
フ
レ
ッ
ト
の
評
判
は

ど
う
か
。

　
　
町
民
生
活
課
長　
英
語

　
　

版
は
好
評
だ
が
、英
語

圏
以
外
の
住
民
も
多
く
な
っ

て
い
る
。今
後
、英
語
以
外
の

対
応
も
考
え
た
い
。

問答問
熊　谷　明　美
く   ま   が   い　     あ　け　み

高齢夫婦や一人暮らし
　　高齢世帯へごみ出し支援を

可能性をさぐりたい町長

　
コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
発

行
に
関
し
て
は
、情
報
収
集

し
導
入
想
定
等
の
精
査
を
行

っ
て
い
る
。

　
　
政
府
は
小
規
模
市
町
村

　
　

向
け
に
、期
限
付
き
の

「
自
治
体
基
盤
ク
ラ
ウ
ド
シ

ス
テ
ム
」を
設
置
し
、特
別
交

付
税
措
置
を
活
用
し
て
、対

象
経
費
や
運
営
負
担
金
の
軽

減
で
、導
入
促
進
を
図
っ
て
い

る
。定
め
ら
れ
た
期
限
内
に

導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
町
民
生
活
課
長　
特
別

　
　
交
付
税
措
置
は
令
和
４

年
度
ま
で
と
、期
限
付
き
で

あ
る
。機
会
損
失
に
な
ら
な

い
よ
う
に
最
適
な
タ
イ
ミ
ン

グ
を
考
え
進
め
て
い
る
。

答 問

　
　

高
齢
化
が
進
む
中
で
、

　
　
要
支
援
や
要
介
護
の
高

齢
夫
婦
や一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
か
ら
、家
庭
ご
み
搬
出

の
支
援
を
望
む
声
が
あ
る
。

国
は
市
町
村
に
対
し
て
、支

援
事
業
の
実
施
に
向
け
た
取

り
組
み
が
で
き
る
よ
う
に

「
高
齢
者
等
世
帯
に
対
す
る

ご
み
出
し
支
援
」を
創
設
し

て
い
る
。〝
誰
ひ
と
り
取
り
残

さ
な
い
社
会
を
〞の
考
え
か

ら
、ご
み
出
し
支
援
策
を
考

え
な
い
か
。

　
　
町
長　
環
境
省
は
高
齢

　
　
者
ご
み
出
し
支
援
制
度

導
入
の
手
引
き
を
公
開
し
て

い
る
。「
ふ
れ
あ
い
収
集
」の

取
り
組
み
の
先
行
事
例
等
の

情
報
収
集
に
努
め
、可
能
性

を
探
り
た
い
。

　
　
導
入
し
て
い
る
自
治
体

　
　

を
見
る
と
、職
員
が
見

守
り
活
動
を
兼
ね
て
支
援
を

行
っ
て
い
る
。ま
た
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
る
こ
と

や
、業
者
へ
の
委
託
な
ど
、支

援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

導
入
に
向
け
て
広
く
意
見
を

聞
く
考
え
は
な
い
か
。

　
　
要
支
援
や
要
介
護
の
方

　
　

に
は
訪
問
介
護
な
ど
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
等
の
対

応
が
あ
る
。ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

問

と
相
談
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
と
も
連

携
し
て
状
況
の
把
握
に
努
め

た
い
。

　
　
政
府
は
デ
ジ
タ
ル
庁
を

　
　

設
置
し
、行
政
事
務
の

迅
速
か
つ
重
点
的
な
遂
行
を

図
っ
て
い
る
。今
後
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
利
用
で
、さ
ま

ざ
ま
な
公
的
手
続
き
が
可
能

に
な
り
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
行
政

サ
ー
ビ
ス
な
ど
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

　

本
町
に
お
い
て
、現
在
窓

口
手
続
き
で
発
行
さ
れ
て
い

る
各
種
証
明
書
を
、マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
、コ

ン
ビ
ニ
で
早
朝
か
ら
深
夜
ま

で
、そ
し
て
ど
こ
か
ら
で
も

取
得
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
考
え
は
。

　
　

町
長　
コ
ン
ビ
ニ
交
付

　
　

に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
が
必
要
で
あ
る
。本
町

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
率
は
８
月
現
在
で
約
３

割
で
あ
る
。

答

問 問答答

問

問答

答

問答

答

各
種
証
明
書
を

　
　

コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
可
能
に

情
報
収
集
し

　 

精
査
し
て
い
る

町
長

熊谷　明美　・・・・・・・ 17ページ
○ 違反ごみや高齢家庭ごみ搬出への対処と支援を
○ コンビニエンスストア手続きで証明書等の発行を

　９月会議の一般質問は、９月６日に行い４人が活発な議論を展開
しました。
　内容は質問者の原稿を原文に近い形で17～20ページに掲載し
ています。
　なお、タイトルは通告のとおりです。 町 

政 

を 

問 

う

ズバリズバリ
一 般 質 問 一 覧 表

※傍聴される方には、一般質問の要旨が記載された資料を配布しております。

○ 非課税世帯への福祉灯油助成（燃料助成含む）について
○ 犯罪被害者の救済について
○ ながすか多目的広場の整備・管理について

木　村　稔　・・・・・・・ 19ページ

○ 仙塩浄化センターの汚泥ストックヤード整備計画は中止せよ
○ 生活保護世帯、高齢者世帯、非課税世帯にエアコン設置補助の
　 実施を
○ 日本赤十字社協力募金、社会福祉協議会会費、緑の羽根募金の
　 区長を介して、町内会が集金するのは問題

歌　川　渡　・・・・・・・ 18ページ

○ 放課後児童クラブ運営について
佐藤　直美　・・・・・・・ 20ページ

一般質問とは・・・
　一般質問とは、議員が町長などの執行機関に対し、事務の執行状況
や、将来の方針について、所信や疑問をただすこと、あるいは報告や
説明を求めることを言います。
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一 般 質 問町の考えを聞く

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
不
要

　
　

不
急
の
外
出
自
粛
で
、

外
出
を
控
え
る
状
況
が
多
く

な
っ
て
い
る
。近
年
の
猛
暑
の

中
、エ
ア
コ
ン
は
必
需
品
と
な

っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　

本
来
、日
赤
協
力
募
金
、

　
　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
、

緑
の
羽
根
共
同
募
金
は
任
意

で
あ
り
、義
務
的
で
半
強
制

と
も
思
わ
れ
る
募
金
行
為
は

改
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。町
は
区
長
に
３
団

体
の
募
金
の
集
金
を
依
頼
し

て
い
る
が
、区
長
が
町
内
の

個
々
の
世
帯
を
集
金
せ
ず
、

町
内
会
の
班
長
が
集
金
し
て

い
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る

の
か
。

　
　
町
長　
募
金
の
集
金
方

　
　
法
は
地
区
の
考
え
で
実

平
成
30
年
度
以
前
の
生
活
保

護
受
給
者
に
対
し
、エ
ア
コ
ン

設
置
補
助
の
実
施
の
考
え
は

な
い
か
。

　
　
町
長　
補
助
の
実
施
の

　
　
考
え
は
な
い
。

施
し
て
い
る
。内
容
は
、承
知

し
て
い
る
。

　
　

町
は
３
団
体
に
対
し
、

　
　
所
属
す
る
職
員
お
よ
び

賛
同
す
る
会
員
が
町
内
の
各

世
帯
を
訪
問
し
、募
金
を
寄

せ
て
も
ら
う
よ
う
、求
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
時
代
背
景
や
社
会
情
勢
、

　
　
住
民
意
識
な
ど
も
変
化

し
、今
後
の
集
金
方
法
が
問

わ
れ
て
い
る
。共
助
の
た
め

の
募
金
の
集
め
方
は
各
団
体

と
話
を
し
て
い
き
た
い
。

　　　
　
高
齢
者
世
帯
お
よ
び
非

　
　
課
税
世
帯
に
対
し
て
も
、

エ
ア
コ
ン
設
置
補
助
の
実
施

の
考
え
は
な
い
か
。

　
　
補
助
の
実
施
の
考
え
は

　
　
な
い
。

町長

仙塩浄化センターの
汚泥ストックヤード整備計画は中止せよ

中止の申し入れの考えはない
　
　
県
か
ら
20
年
に
わ
た
り

　
　

水
道・下
水
道
の
運
営

権
を
譲
渡
さ
れ
る
オ
リ
ッ
ク

ス・メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
等
の
グ

ル
ー
プ
が
、経
費
削
減
の一環

と
し
て
汚
泥
を
貯
留
す
る
施

設
を
多
賀
城
市
大
代
に
あ
る

仙
塩
浄
化
セ
ン
タ
ー
敷
地
内

に
計
画
し
て
い
る
。周
辺
住

民
へ
の
臭
気
被
害
が
懸
念
さ

れ
る
。仙
塩
浄
化
セ
ン
タ
ー

へ
の
汚
泥
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

整
備
計
画
は
、関
係
市
町
に

は
い
つ
報
告
さ
れ
、ど
の
よ
う

な
討
議
が
さ
れ
た
の
か
。

　
　
町
長　
８
月
31
日
に
県

　
　

企
業
局
よ
り
、概
要
説

明
が
あ
っ
た
。今
後
、具
体
的

な
検
討
に
入
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　
　
施
設
の
設
置
場
所
や
規

　
　
模
、建
築
形
式
、工
期
は
。

　
　
汚
泥
焼
却
施
設
の
隣
で

　
　
あ
り
、容
量
は
２
５
０
０

㎥
程
度
の
建
屋
で
、令
和
７

年
度
か
ら
８
年
度
で
建
設
予

定
で
あ
る
。

問答

　
　
汚
泥
貯
留
施
設
の

　
　
利
用
方
法
は
。

　
　
汚
泥
焼
却
施
設
の
定
期

　
　
点
検
や
、修
繕
の
際
の一

時
的
保
管
で
あ
る
。

　
　
事
業
予
算
額
と
建
設
に

　
　
係
る
国
庫
補
助
率
や
補

助
金
額
、ま
た
、関
係
市
町
の

負
担
率
や
負
担
額
は
。

　
　

事
業
費
は
、約
７
億
６

　
　

千
万
円
で
、国
が
３
分

の
２
、県
６
分
の
１
、市
町
６

分
の
１
で
あ
る
。

　
　
県
お
よ
び
運
営
権
者
の

　
　
整
備
計
画
の
係
る
地
域

住
民
へ
の
説
明
や
時
期
、方

法
は
。

　
　
令
和
５
年
度
中
に
運
営

　
　
権
者
の
改
築
案
を
確
認

後
、市
町
に
説
明
さ
れ
る
。

　
　

汚
泥
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

　
　
整
備
計
画
は
地
域
住
民

へ
の
異
臭
被
害
を
及
ぼ
す
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。汚
泥
処

理
も
現
行
の
対
応
で
十
分
で

あ
り
、整
備
計
画
の
中
止
を

求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
県
の
具
体
的
な
検
討
な

　
　

ど
は
、こ
れ
か
ら
で
あ

り
、現
時
点
で
は
、中
止
の
申

し
入
れ
の
考
え
は
な
い
。

問答問答問答

歌　川　　渡
う   た   が   わ 　　わ   た   る

問答

問答

生
活
保
護
世
帯
や
高
齢
者
お
よ
び

非
課
税
世
帯
に
エ
ア
コ
ン
設
置
補
助
を

補
助
の
実
施
の
考
え
は
な
い

町
長

問

問

答

答

町
内
会
の
集
金
方
法
は
問
題
で
は
な
い
か

共
助
の
た
め
の
募
金
の
集
め
方
は

各
団
体
と
話
を
し
て
い
き
た
い

町
長

答 問

問答

　
　
芝
の
活
着
状
況
と
今
後

　
　
の
雑
草
の
除
草
管
理
は
。

　
　
町
長　
芝
の
活
着
状
況

　
　
は
広
場
を
利
用
す
る
に

は
十
分
な
状
態
と
思
わ
れ
る
。

点
在
す
る
育
成
不
良
箇
所
は

周
囲
よ
り
芝
面
の
張
り
出
し

が
あ
り
、目
土
を
か
け
る
な

ど
で
活
着
を
促
す
。除
草
管

理
は
、シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
や

町
職
員
に
よ
る
除
草
作
業
の

状
況
に
よ
り
、散
水
な
ど
を

委
託
し
、良
好
な
状
況
を
継

続
す
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

　
　

ペッ
ト
の
排
せ
つ
物
に

　
　
関
す
る
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
て
い
な
い
か
。

　
　
利
用
者
か
ら
の
連
絡
や

　
　
除
草
作
業
時
に
職
員
で

排
せ
つ
物
の
除
去
作
業
を
行

っ
て
い
る
。ま
た
、散
歩
な
ど

で
訪
れ
て
い
る
住
民
に
も
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。ペッ

ト
の
マ
ナ
ー
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
案
内
看
板
に
も
明
記
し

て
い
る
が
、注
意
喚
起
の
看

板
を
増
設
す
る
な
ど
で
マ
ナ

ー
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
管
理
棟
の
使
用
目
的
と

　
　
今
後
の
活
用
は
。

　
　

管
理
棟
施
設
は
、事
務

　
　
ス
ペ
ー
ス
や
公
衆
用
ト

イ
レ
、機
材
用
具
の
倉
庫
で

構
成
し
て
い
る
。現
時
点
で

は
職
員
や
管
理
員
な
ど
を
配

置
せ
ず
、巡
回
確
認
や
除
草

作
業
を
定
期
的
に
行
っ
て
い

る
。今
後
の
管
理
運
営
は
当

面
の
間
、町
な
ど
が
行
う
イ
ベ

ン
ト
活
用
な
ど
に
使
用
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　
あ
ず
ま
や
を
設
置
す
る

　
　
考
え
は
な
い
か
。

　
　
複
合
遊
具
が
あ
る
広
場

　
　

に
日
よ
け
と
ベ
ン
チ
を

設
け
て
あ
る
。ま
た
、管
理
棟

周
り
に
も
日
よ
け
を
想
定
し
、

大
き
な
軒
下
に
ベ
ン
チ
を
設

置
す
る
な
ど
、休
息
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
る
こ

と
か
ら
現
時
点
で
は
、新
た

な
あ
ず
ま
や
を
設
置
す
る
考

え
は
な
い
。

　
　
町
で
は
平
成
19
年
度
と

　
　
平
成
27
年
度
に
非
課
税

世
帯
等
に
対
し
燃
料
助
成
利

用
券
を
発
行
し
て
い
た
が
、

今
年
の
年
末
に
再
度
、高
齢

者
等
の
非
課
税
世
帯
等
に
対

し
灯
油
代
等
の一
部
を
助
成

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
当
初
の
整
備
計
画
か
ら

　
　
の
変
更
箇
所
は
。

　
　
な
が
す
か
多
目
的
広
場

　
　
は
復
興
交
付
金
の
市
街

地
復
興
交
付
金
促
進
事
業
に

よ
り
、復
興
庁
と
協
議
を
し
、

承
認
を
得
た
内
容
で
整
備
を

行
っ
て
い
る
。用
地
取
得
の
状

況
に
よ
り
大
型
車
の
駐
車
場

を
西
側
端
の
方
か
ら
、中
央

北
の
側
に
位
置
を
変
更
し
た
。

こ
れ
は
、現
在
の
広
場
設
計

概
要
に
よ
り
、本
工
事
期
に

協
議
を
行
い
、承
認
さ
れ
着

手
し
た
も
の
で
あ
る
。当
初

計
画
か
ら
の
大
幅
な
変
更
は

な
い
。

　
　
町
長　
町
単
独
の
助
成

　
　

は
考
え
て
い
な
い
。国
、

県
に
よ
る
補
助
金
や
交
付
金

の
動
き
が
な
い
か
動
向
を
注

視
し
た
い
。　

　
　
ご
み
箱
を
設
置
す
る

　
　
考
え
は
。

　
　
な
が
す
か
多
目
的
広
場

　
　

に
お
い
て
も
、他
の
公

園
や
広
場
同
様
に
、ご
み
箱

を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
。

ご
み
の
問
題
は
持
ち
込
ん
だ

当
事
者
が
責
任
を
持
っ
て
片

付
け
る
こ
と
が
当
然
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
な
ど
の
非
課
税
世
帯
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

灯
油
代
の
一
部
助
成
を

町
単
独
の
助
成
は
考
え
て
い
な
い

町
長

問答

問答

問答

問答

ながすか多目的広場の
　　　　　　　　　　　整備と管理は

良好な状況を維持するよう考えている町長

木　村　　稔
き    む     ら 　　    み  の  る

問

め  

つ
ち

問答

問答

答

ながすか多目的広場
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一 般 質 問町の考えを聞く

　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
で
は
、「
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
運
営
に
つ
い
て
」利

用
者
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

利
用
世
帯
１
５
８
世
帯
の
う

ち
75
世
帯
の
方
か
ら
回
答
を

い
た
だ
き
、そ
の
結
果
課
題

が
見
え
て
き
た
。

　
現
状
で
は
長
期
休
業
期
間

中
の
利
用
者
が
月
に
１
回
利

用
し
て
も
、５
回
利
用
し
て

も
、通
年
利
用
者
と
同
額
の

使
用
料
と
保
護
者
会
費
を
、

満
額
支
払
っ
て
い
る
。長
期

休
業
月
は
休
業
中
の
利
用
に

限
定
す
る
の
で
は
な
く
、月

単
位
の
利
用
を
可
能
に
す
る

こ
と
や
、兄
弟
割
り
を
導
入

す
る
等
の
改
善
を
求
め
る
。

　
　
町
長　
他
市
町
村
で
使

　
　

用
料
は
、通
常
の
通
年

利
用
と
は
別
に
、夏
休
み
だ

け
の
利
用
料
金
と
長
期
休
業

区
分
の
料
金
を
設
け
て
い
る

こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、検

討
し
て
い
き
た
い
。し
か
し
、

当
面
の
間
は
長
期
休
業
の
み

と
し
、例
え
ば
夏
休
み
期
間

で
あ
れ
ば
、該
当
す
る
月
の

７
月
８
月
の
２
カ
月
間
利
用

で
き
る
こ
と
と
し
、月
単
位

で
利
用
で
き
る
こ
と
を
保
護

者
と
、指
定
管
理
者
に
周
知

し
て
い
く
。

　
　

保
護
者
会
費
は
、ほ
と

　
　
ん
ど
が
お
や
つ
代
、イ
ベ

ン
ト
の
た
め
の
積
み
立
て
と

い
う
事
も
あ
る
が
、食
べ
な
い

お
や
つ
や
参
加
で
き
な
い
イ

ベ
ン
ト
の
食
べ
物
は
食
べ
ら
れ

な
い
が
、集
金
さ
れ
て
い
る
。

保
護
者
会
費
を
日
割
り
に
し
、

月
２
，５
０
０
円
が
ど
の
様
に

運
用
さ
れ
て
い
る
か
明
確
に

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、お
や
つ
代

の
日
割
り
を
希
望
し
て
い
る

方
が
多
い
。難
し
い
の
で
あ

れ
ば
持
ち
込
み
可
能
に
す
る

な
ど
、柔
軟
な
対
応
を
求
め

て
い
る
が
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長　

　
　

食
品
の
管
理
、そ
し
て

保
護
者
が
持
っ
て
く
る
の
を

忘
れ
る
場
合
も
あ
り
、
子
供

間
で
あ
げ
た
り
、
も
ら
っ
た

り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
管
理
上
危

な
い
場
面
も
あ
る
の
で
、
持

ち
込
み
は
避
け
た
い
と
い
う

話
も
出
て
い
る
。そ
の
点
を

指
定
管
理
者
に
、
協
議
検
討

は
託
児
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
利

用
を
促
し
て
い
る
。し
か
し

有
料
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

な
か
な
か
利
用
ま
で
に
は
つ

な
が
ら
ず
、支
援
員
が
残
っ
て

対
応
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

延
長
利
用
に
つ
い
て
は
、有
料

化
な
ど
も
含
め
慎
重
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長　

　
　
小
学
校
休
業
中
の
開
所

時
間
に
関
し
て
は
、８
時
か

ら
の
変
更
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
暑
さ

　
　
に
耐
え
ら
れ
る
空
調
設

備
や
、体
調
不
良
の
児
童
が

い
る
場
合
の
隔
離
で
き
る
部

屋
の
確
保
、雨
漏
り
や
結
露
、

カ
ビ
発
生
へ
の
対
処
な
ど
、面

積
の
み
な
ら
ず
空
調
や
設
備

等
、改
善
を
求
め
る
意
見
が

多
く
出
て
い
る
。児
童
や
支

援
員
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

環
境
を
整
備
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　
町
長　
こ
れ
ま
で
も
そ

　
　
の
都
度
修
理
修
繕
等
を

行
い
対
応
し
て
き
た
。し
か

し
、施
設
の
環
境
整
備
は
以

前
か
ら
課
題
の一つ
と
し
て
と

ら
え
て
い
る
。

　
　

保
護
者
へ
の
連
絡
方
法

　
　
は
、
電
話
の
み
と
な
っ

て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
や
悪
天
候
、
震
災
等
で
、

下
校
時
間
の
変
更
や
ク
ラ
ブ

の
閉
鎖
な
ど
出
て
く
る
可
能

性
も
あ
る
。
小
中
学
校
の
一

斉
メ
ー
ル
の
よ
う
に
、
メ
ー

ル
で
の
連
絡
を
可
能
に
す
る

環
境
を
整
備
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　

小
中
学
校
の一
斉
メ
ー

　
　
ル
運
営
費
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会

費
で
賄
わ
れ
て
い
る
。指
定

管
理
者
と
も
協
議
し
、学
校

と
同
じ
様
に
、保
護
者
会
費

で
賄
い
運
営
が
で
き
な
い
か

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

を
再
度
し
て
も
ら
う
よ
う
、

指
導
を
し
て
い
く
。

　
　

使
用
料
は
、納
入
通
知

　
　

書
を
受
け
取
り
、月
末

ま
で
に
取
扱
金
融
機
関
、も

し
く
は
会
計
課
の
み
で
の
支

払
い
が
可
能
で
あ
る
。保
護

者
会
費
は
、お
の
お
の
の
施
設

に
現
金
で
支
払
っ
て
い
る
。ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
５
割
以
上

の
方
が
納
付
方
法
は
不
便
と

感
じ
て
い
る
。利
便
性
向
上

の
た
め
に
、口
座
振
替
、コ
ン

ビ
ニ
支
払
い
、電
子
決
済
が
で

き
る
よ
う
、早
急
な
整
備
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
口
座
振
替
に
す
る
た
め

　
　
の
シ
ス
テ
ム
構
築
や
手

数
料
も
含
め
、入
金
先
や
そ

の
手
法
、ま
た
集
金
方
法
な

ど
検
討
し
て
い
く
。口
座
振

替
が
い
つ
開
始
で
き
る
の
か

決
ま
っ
て
い
な
い
が
、協
議
検

討
を
進
め
て
い
る
の
で
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
保
育
所
や
こ
ど
も
園
の

　
　

よ
う
に
、さ
ま
ざ
ま
な

状
況
で
勤
務
し
て
い
る
保
護

者
側
に
立
ち
、開
閉
時
間
を

変
更
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
町
長　
閉
所
時
間
の
午

　
　
後
６
時
半
ま
で
に
お
迎

え
が
難
し
い
保
護
者
の
方
に

町長

長期休業中、月単位の利用を
　　　　　　　　　可能にする考えは

指定管理者と保護者へ
　　　月単位の利用を周知していく

佐　藤　直　美
  さ    と    う　        な　お　み

答

問答

問答問答

答問

答 問

これも議会の仕事ですこれも議会の仕事です

リ

　

政
務
活
動
費
の
使
途
は
、

従
来
の
マ
ニュア
ル
の
表
記
で

は
現
況
に
適
し
て
い
る
の
か

判
断
し
に
く
い
点
が
み
ら
れ

ま
し
た
の
で
、詳
細
な
手
引

書
の
作
成
に
取
り
組
み
ま
し

た
。今
後
の
活
動
に
活
か
し

て
い
き
ま
す
。

　

議会
運営

　
近
隣
自
治
体
の
議
会
の
デ

ジ
タ
ル
化
の
現
状
を
調
査
し

た
結
果
、町
村
議
会
で
は
遠

隔
会
議
な
ど
の
取
り
組
み
が

さ
れ
て
い
る
議
会
も
あ
り
ま

す
が
、ま
だ
少
数
で
し
た
。

　

市
議
会
に
お
い
て
は
町
村

議
会
よ
り
取
り
組
み
は
進
ん

で
い
ま
し
た
が
、本
格
的
な

運
用
は
こ
れ
か
ら
の
よ
う
で

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、本
町
の
議
会
で
は
民
間

企
業
の
協
力
の
も
と
、「
議
会

活
動
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
利
用
方
法
に
つ
い
て
」の
研

修
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
議
会
活
性
化
特
別

委
員
会
の
中
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、デ
ジ

タ
ル
化
を
具
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。　

政
務
活
動
費
の

　

使
途
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

　
花
渕
浜
字
長
須
賀
に
完
成

し
た「
な
が
す
か
多
目
的
広

場
」は
、設
計・施
工
が
平
成

31
年
３
月
か
ら
令
和
３
年
３

月
ま
で
の
期
間
で
事
業
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。本
年
７
月

の
オ
ー
プ
ン
を
前
に
、委
員

会
と
し
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

担
当
課
の
説
明
を
受
け
、

管
理
棟
の
設
備
や
駐
車
場
の

状
況
、遊
具
の
安
全
性
、芝
生

の
管
理
、除
草
な
ど
の
確
認

を
し
ま
し
た
。

　
広
々
と
し
た
広
場
は
老
若

男
女
に
利
用
し
や
す
い
環
境

に
あ
り
ま
す
が
、管
理
棟
に

人
が
常
駐
し
な
い
こ
と
や
芝

生
等
に
放
置
さ
れ
る
可
能
性

の
あ
る
ペッ
ト
の
ふ
ん
尿
処

理
、定
期
的
な
除
草
作
業
な

ど
の
課
題
点
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
、災
害
時
の
避
難
誘
導

板
が
未
設
置
だ
っ
た
た
め
、早

急
に
設
置
す
る
事
を
意
見
し

ま
し
た
。 総務

産業

議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

政
務
活
動
費
に
つ
い
て

答

な
が
す
か
多
目
的
広
場
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

視
察
し
ま
し
た
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議会報告・懇談会レポート

教育
民生

　
委
員
会
の
調
査
課
題
は

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運

営
に
つ
い
て
」で
し
た
。こ
の

調
査
を
進
め
る
に
あ
た
り
利

用
者
の
考
え
も
把
握
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
、そ
の
手
法

と
し
て
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
展
開
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。利
用
者
さ
ま
は

じ
め
、現
場
で
対
応
し
て
い

た
だ
い
た
職
員
の
方
、企
業

さ
ま
に
は
、こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
対
し
協
力
し
て
い
た

だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
情
報
は
皆
さ
ん
の
も
の
で

す
。基
本
は
公
開
し
活
用
す

る
こ
と
が
町
民
へ
の
財
産
に

な
り
ま
す
。こ
の
こ
と
を
前

提
に
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
、よ
り
多
く
の
方
の
意

見
を
反
映
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

運
営
に
つ
い
て
」の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
、特
筆
す
べ
き
数
値

を
記
載
し
ま
す
。

質問：空調設備や施設などの機能は十分ですか。

放課後児童クラブ保護者利用アンケート
調査対象：158世帯　回答：75世帯

28.2％
十分ではない

71.8％
十分

38.5％
機能している

51.3％
わからない

10.3％
不十分

以上のアンケート結果を踏まえて、次の８点の改善策をまとめました。

①　施設面について：空調設備のさらなる充実と建物の遮熱保温対策
②　利用時間について：利用時間の変更を条例の改正と指定管理者の契約内容の速やかな見直し
③　料金の妥当性と納付方法：おやつ料金の見直しと利用料金も含め徴収方法の改善
④　学校との連携・情報の共有方法：保護者や学校、幼稚園、保育園、地域との情報共有と協力体制づくり
⑤　評価改善策：評価改善策の公表と改善策の共有
⑥　苦情要望の処置：苦情要望の窓口や責任者の所在と制度を公表する
⑦　適正な会計処理：利用料金とその他徴収している料金の会計処理の公開
⑧　虐待などへの対応：関係機関との情報交換と適切な対応策の創出

　上記の改善策の中から、常任委員会を代表し佐藤直美議員の一般質問で施設面や利用時間、利用料
金の納付をただしました。

51.3％

どちらとも
いえない

42.3％
変わらない

6.4％

変
わ
っ
た

質問：徴収方法についてうかがいます。

43.6％

現状で
構わない

56.4％
不便

質問：学校との連絡体制や情報の共有は適切ですか？

質問：緊急連絡体制は適切と思いますか。

23.1％

現状では
不安を感じる

76.9％

現状の連絡体制
で良い

質問：利用料金の設定はどのように思われますか？

30.8％
高い

65.4％
適切

3.8％

安
い

環境整備が求められている（さくら放課後児童クラブ）

放課後児童クラブ保護者利用アンケートの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果がまとまりました

質問：指定管理者制度導入後、
　　　変わったことはありますか？
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○
コ
ロ
ナ
対
策
等
で
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議（
協
議
会
）や
視
察

の
対
応
が
で
き
る
。

○
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た

会
議
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、行

政
や
議
会
の
相
互
理
解
の
も

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、よ

り
よ
い
活
用
方
法
を
模
索
し

て
、パッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
た
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
べ
き
。

○
導
入
の
際
は
運
用
の
ル
ー

ル
を
作
成
す
る
必
要
も
あ
る

こ
と
か
ら
、先
進
地
の
自
治

体
を
調
査
研
究
し
実
施
す
る

べ
き
で
あ
る
。

○
導
入
の
際
は
個
人
情
報
や

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
も
必
要

で
あ
る
。

　　

今
後
も
社
会
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
伴
い
、議
会
は
町
民
に

と
っ
て
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う
、デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
使

っ
た
オ
ー
プ
ン
な
制
度
を
目

指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

　
９
月
１
日
に
、デ
ジ
タ
ル
庁

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
方
自
治
体
や
地
方
議
会

に
お
い
て
も
デ
ジ
タ
ル
化
に

伴
う
環
境
整
備
が
急
速
的
に

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、本
委
員
会
に
お

き
ま
し
て
、議
会
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
効
率
的
に
進
め
る
た
め

に
、議
会
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設

置
い
た
し
ま
し
た
。

　

早
速
、東
北
大
学
大
学
院

情
報
科
学
研
究
科
の
河
村
和

徳
准
教
授
を
講
師
に
お
招
き

し
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
テ
ー
マ
は「
議

会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
」

で
、様
々
な
課
題
が
浮
き
彫

り
に
な
り
ま
し
た
。

議会
活性

　

研
修
会
を
終
え
て
、各
委

員
か
ら
多
数
の
意
見
が
出
ま

し
た
の
で
一
部
抜
粋
し
て
掲

載
い
た
し
ま
す
。

○
県
内
９
市
町
村
が
デ
ジ
タ

ル
化
を
導
入
し
、ま
た
導
入

検
討
し
て
い
る
市
町
村
が
増

え
て
い
る
。

○
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、紙
の
使
用
量
の

削
減
な
ど
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に

繋
が
る
。

○
職
員
が
コ
ピ
ー
す
る
手
間

な
ど
が
減
少
し
、時
間
外
勤

務
の
削
減
や
事
務
の
効
率
化

が
図
ら
れ
る
。

○
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
り

議
会
の
機
能
強
化
や
効
率
化

等
に
効
果
が
あ
る
。

○
デ
ー
タ
を
ク
ラ
ウ
ド
管
理

す
る
こ
と
に
よ
り
、あ
ら
ゆ

る
議
会
資
料
な
ど
が
瞬
時
に

検
索
が
で
き
る
。

○
災
害
時
等
が
発
生
し
た
場

合
の
情
報
の
共
有
や
安
否
確

認
な
ど
が
で
き
る
。

問１　駐車場区画線整備工事をする場所は。

　　　①生涯学習センター
　　　②国際村
　　　③サッカースタジアム

問２　向洋中学校施設災害復旧工事費は。

　　　①3355万円
　　　②4455万円
　　　③5533万円

問３　ながすか多目的広場に設置される
　　　避難誘導標識の設置箇所数は。

　　　①２カ所　②４カ所　③６カ所

<３つの中から選んでね>
応募方法：はがきにクイズの答え、氏名、住所、年齢、
　　　　　議会へのご意見を書いてお送りください。
　　　　　（メール可）
　　　　　正解者の中から抽選で３人の方に図書券を
　　　　　進呈します。

あ  て  先：〒985-8577
　　　　　七ヶ浜町東宮浜字丑谷辺５－１
　　　　　七ヶ浜町議会事務局　議会だより係
　　　　　Ｅメール gikai@shichigahama.com

締  切  り：令和３年１１月２６日（当日消印有効）

前号の答え：問１  ②　 問2　③　 問3　①

当　選　者：伊藤正人さん、齊藤優子さん、

　　　　　　稲田陽一さん

副議長就任のあいさつ

　
令
和
３
年
2
月
よ
り
副
議
長
に
選
出
い
た
だ

い
た
遠
藤
久
和
と
申
し
ま
す
。

　
佐
藤
衞
前
副
議
長
の
ご
逝
去
後
で
あ
り
ま
し

た
の
で
、
今
回
、
各
委
員
会
の
改
選
の
機
会
に

合
わ
せ
、
皆
さ
ま
に
ご
あ
い
さ
つ
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
副
議
長
の
職
務
は
議
長
の
補
佐
役
に
徹
し
、

議
会
内
の
各
種
委
員
会
等
を
中
心
に
調
整
し
、

円
滑
な
議
会
運
営
を
遂
行
す
る
こ
と
が
大
き
な

責
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
副

議
長
と
し
て
今
ま
で
以
上
に
責
任
あ
る
議
会
の

役
割
を
果
た
す
た
め
、
多
様
な
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
意
見
や
課
題
の
解
決
を
目
指
し
、
鋭
意
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置

議会のデジタル化について研修会を開きました
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担
当
す
る
課

　
総
務
課
、政
策
課
、財
政
課
、税
務
課
、会
計
課
、産
業

課
、建
設
課
、水
道
事
業
所
の
所
管
に
属
す
る
事
項
並
び

に
そ
の
他
の
委
員
会
の
所
管
に
属
さ
な
い
事
項
を
担
当

し
ま
す
。

　
　
　
　
◎
委
員
長

　
　
　
　
○
副
委
員
長

　
　
　
　
前
列
右
よ
り

　
　
　
　
○
歌
川
　
　
渡

　
　
　
　
◎
佐
藤
　
梶
信

　
　
　
　
　
遠
藤
　
久
和

　
　
　
　
後
列
右
よ
り

　
　
　
　
　
渡
邉
　
　
淳

　
　
　
　
　
小
林
　
倫
明

　
　
　
　
　
安
倍
　
敏
彦

担
当
す
る
課

　
町
民
生
活
課
、長
寿
社
会
課
、健
康
福
祉
課
、子
ど
も

未
来
課
、国
際
村
、教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項

を
担
当
し
ま
す
。

　
　
　
　
前
列
右
よ
り

　
　
　
　
　
遠
藤
　
喜
二
　

　
　
　
　
◎
熊
谷
　
明
美

　
　
　
　
○
佐
藤
　
壮
一

　
　
　
　
後
列
右
よ
り

　
　
　
　
　
仁
田
　
秀
和

　
　
　
　
　
木
村
　
　
稔

　
　
　
　
　
佐
藤
　
直
美

　
　
　
　
　
前
列
右
よ
り

　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
久
和

　
　
　
　
　
◎
仁
田
　
秀
和

　
　
　
　
　
○
熊
谷
　
明
美

　
　
　
　
　
後
列
右
よ
り

　
　
　
　
　
　
歌
川
　
　
渡

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
壮
一

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
梶
信

【
広
報
分
科
会
】

　
広
報
分
科
会
で
は
、議
会
の
活
動
状
況
を
お
知
ら
せ

し
、議
会
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、き
め
細
か

で
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
前
列
右
よ
り

　
　
　
　
　
◎
遠
藤
　
久
和

　
　
　
　
　
　
岡
﨑
　
正
憲

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
熊
谷
　
明
美

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
後
列
右
よ
り

　
　
　
　
　
　
仁
田
　
秀
和

　
　
　
　
　
　
小
林
　
倫
明

　
　
　
　
　
　
木
村
　
　
稔

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
直
美

　
　
　
　
　
前
列
右
よ
り

　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
久
和

　
　
　
　
　
○
渡
邉
　
　
淳

　
　
　
　
　
　
歌
川
　
　
渡

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
後
列
右
よ
り

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
梶
信

　
　
　
　
　
　
安
倍
　
敏
彦

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
壮
一

　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
喜
二

【
広
聴
分
科
会
】

　
広
聴
分
科
会
で
は
、町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
幅
広
く

拾
い
集
め
る
た
め
に
、議
会
報
告・懇
談
会
な
ど
の
活
動

を
行
い
ま
す
。

　

　

（
発
行
責
任
者
）

　
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、議
会
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
、

会
期
や
議
案
の
審
査
を
行
う
ほ
か
、議
会
活
動
に
お
い
て

改
善
す
る
べ
き
と
こ
ろ
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

委員会構成メンバーが
決まりました
委員会構成メンバーが
決まりました

総
務
産
業
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
（
広
報
分
科
会
・
広
聴
分
科
会
）

　議案は、議員全員で審議したり調査するのが理想ですが、議会で取り上げる内容は
複雑で範囲も多岐にわたっており、質疑などで多くの時間が必要になります。
　そのためにいくつかの委員会を設置して、調査を専門的に分担して行うのが委員会
活動です。
　今回、その構成メンバーが決まり、調査事項が決定しましたので紹介します。
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編
集
後
記

◆一人
で
も
多
く
の
皆
さ
ま
に

手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

い
つ
も
と
は
違
っ
た
ス
タ
イ
ル

の
表
紙
に
し
て
み
ま
し
た
が
、

い
か
か
で
し
た
か
。私
自
身
運

動
不
足
で
し
た
の
で
、ス
ポ
ー

ツ
を
し
て
い
る
姿
に
刺
激
を
受

け
、ま
た
運
動
を
始
め
よ
う
と

思
い
ま
し
た
！
皆
さ
ま
も
無

理
の
な
い
程
度
で
運
動
を
始

め
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

◆
デ
ジ
タ
ル
庁
も
発
足
し
、ま

す
ま
す
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。小
中
学
校
で
は
徐
々

に
で
は
あ
り
ま
す
が
、授
業
で

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。七
ヶ
浜
町
議
会

で
も
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
使
っ

て
幅
広
い
世
代
の
方
々
に
情
報

発
信
を
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
直
美

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
　
委 

員 

長
　
遠
藤
　
久
和

　
　
副
委
員
長
　
渡
邉
　
　
淳

　
　
広
報
分
科
会
　
佐
藤
　
直
美

　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
倫
明

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
秀
和

　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
　
稔

　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
　
明
美

発
行
責
任
者

　
　
議
　
　
長
　
岡
﨑
　
正
憲

今回
の表
紙

◆七ヶ浜サッカークラブジュニアユースvs.日本ウェルネス宮城高等学校
◆七ヶ浜中学校vs.向洋中学校 女子バレーボール部
◆スケートボードパークでトリックをメイクするスケーター

　真剣にボールを追う姿や、スポーツに向き合う姿は素敵ですね。

㉘

詳しくは議会事務局(℡357-7435)
または、町ウェブサイト
「町民便利帳」をご覧ください。
 http://www.shichigahama.com

 ☆議会を傍聴してみませんか☆

－次の12月会議は12月1日開会予定です－

広報広聴常任委員会では、より町民の皆さまに寄り添った、読みやすく、また読んでもらえる
「議会だより」を目指しており、町民参加型を重要視しています！

それに伴い皆さまから表紙写真を募集し掲載していきたいと考えています。

◆募集する写真
・町内のイベントや行事または町内を背景とした写真
・人物(町内外に在住で掲載許可を得られた方)が入っている写真
・1枚の写真を掲載希望の場合は、A4サイズに引き伸ばしても鮮明な写真
・季節感がある写真や笑顔があふれる写真、躍動感がある写真

◆応募方法
写真もしくは画像データ、写真へのコメントを、住所、氏名、年齢、連絡先を添えてお送りください。
(メール可)　※セキュリティ上、USBメモリ等での応募は受け付けられませんのでご了承ください。

◆応募先
〒985-8577
七ヶ浜町東宮浜字丑谷辺5-1 七ヶ浜町議会事務局 議会だより係
※Eメール　gikai@shichigahama.com

選考の際は慎重かつ公平な審査を心掛けて行います！多数のご応募お待ちしております♪

議会だより表紙写真募集中

●
発
行
／
宮
城
県
七
ヶ
浜
町
議
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
9
8
5
-8
5
7
7
 宮
城
県
七
ヶ
浜
町
東
宮
浜
字
丑
谷
辺
５
－
１

●
編
集
／
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
T
E
L
 0
2
2
-3
5
7
-7
4
3
5
　
F
A
X
 0
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-3
5
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4
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し
ち
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